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福
ふ

生
っさ

市
し

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

センター 

令
れい

和
わ

5年度
ね ん ど

 1２月号
がつごう

 

 日
ひ

が暮
く

れるのが早
はや

くなり、朝
あさ

晩
ばん

の冷
ひ

え込
こ

みがいっそう厳
きび

しく感
かん

じられるようになりました。新
しん

型
がた

コロナウイルスが

発
はっ

生
せい

してからというもの、さまざまな感
かん

染
せん

症
しょう

が季
き

節
せつ

関
かん

係
けい

なく流
りゅう

行
こう

するようになってしまいました。感
かん

染
せん

を拡
かく

大
だい

させ

ないために、日
ひ

ごろから一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

が予
よ

防
ぼう

を意
い

識
しき

することが大
たい

切
せつ

です。 

 さて、もうすぐ待
ま

ちに待
ま

った冬
ふゆ

休
やす

みです。楽
たの

しい年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を過
す

ごせるように、以
い

下
か

のことに気
き

をつけましょう。 

今
こ

年
とし

の冬
とう

至
じ

は 

12月
がつ

22日
にち

です。 
 

冬
とう

至
じ

は、１年
ねん

で最
もっと

も太
たい

陽
よう

の出
で

ている時
じ

間
かん

が短
みじか

くなる 

日
ひ

で、この日
ひ

を境
さかい

に少
すこ

しずつ日
ひ

が長
なが

くなっていくことから、

「一
いち

陽
よう

来
らい

復
ふく

」（冬
ふゆ

が終
お

わり、春
はる

になること）とも呼
よ

ばれます。

昔
むかし

の人
ひと

は、太
たい

陽
よう

の力
ちから

が弱
よわ

まると人
にん

間
げん

の運
うん

気
き

も衰
おとろ

えると 

考
かんが

えていたことから、冬
とう

至
じ

の日
ひ

に、かぼちゃやあずきを 

食
た

べて力
ちから

をつけ、ゆず湯
ゆ

で身
み

を清
きよ

めて、幸
こう

運
うん

を呼
よ

び込
こ

み、 

無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

が生
う

まれました。 

今月
こんげつ

地場
じ ば

野菜
や さ い

（使用
し よ う

予定
よ て い

） 
【福

ふっ

生
さ

市
し

】さつま芋、白菜
はくさい

 

だいこん、長
なが

ねぎ 

【羽
は

村
むら

市
し

】にんじん、白菜
はくさい

 

     キャベツ、だいこん 

    ほうれん草
そう

 

【瑞
みず

穂
ほ

町
まち

】こまつな・キャベツ 

味
あじ

わって食
た

べましょう！ 

基
き

礎
そ

体
たい

力
りょく

をつけて抵
てい

抗
こう

力
りょく

を高
たか

める「たんぱく質
しつ

」や、エネルギー源
げん

 

となる「炭
たん

水
すい

化
か

物
ぶつ

」、のどや鼻
はな

などの粘
ねん

膜
まく

を保
ほ

護
ご

する「ビタミン A」 

などを積
せっ

極
きょく

的
てき

にとりましょう。 



 

 

 

 

 

タイムズ 
【中学校版】 

福生市学校給食センター 

令和５年度 12月号 

 日が暮れるのが早くなり、朝晩の冷え込みがいっそう厳しく感じられるようになりました。新型コロナウイルスが

発生してからというもの、さまざまな感染症が季節関係なく流行するようになってしまいました。感染を拡大させな

いために、日ごろから一人一人が予防を意識することが大切です。 

 さて、もうすぐ待ちに待った冬休みです。楽しい年末年始を過ごせるように、以下のことに気をつけましょう。 

今年の冬至は 

12月22日です。 

冬至は、１年で最も太陽の出ている時間が短くなる 

日で、この日を境に少しずつ日が長くなっていくこと 

から、「一陽来復」（冬が終わり、春になること）とも 

呼ばれます。昔の人は、太陽の力が弱まると人間の運気も 

衰えると考えていたことから、冬至の日に、かぼちゃや 

あずきを食べて力をつけ、ゆず湯で身を清めて、幸運を 

呼び込み、無病息災を願う風習が生まれました。 

今月地場野菜（使用予定） 
【福生市】さつま芋 白菜 

だいこん 長ねぎ 

【羽村市】にんじん、白菜 

キャベツ、だいこん 

ほうれん草 

【瑞穂町】こまつな・キャベツ 

味わって食べましょう！ 

基礎体力をつけて抵抗力を高める「たんぱく質」や、エネルギー源 

となる「炭水化物」、のどや鼻などの粘膜を保護する「ビタミン A」 

などを積極的にとりましょう。 


